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	 特定の監査を実施するための監査員の力量を判断する際、ISO 19011:2026は、監査を実施するための監査方法に関する監査員の知識及び技能を考慮することが望ましいとしています。これには、監査の実施を支援するために新興技術 (例: 人工知能ベースの評価ツール) を用いることの妥当性及びその結果、あるいは新興技術ベースのプロセスを監査することについての理解も含まれます。
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	 ISO 19011:2026 において、望ましい監査員の個人の行動の特質である「粘り強い (tenacious)」は「断固とした (determined)」に置き換えられましたが、その定義「根気があり、目的の達成に集中する」は変更されていません。「不屈の精神をもって行動できる (able to act with fortitude)」という行動の特質は削除されました。
	 また、監査プログラムをマネジメントする人 (複数可) が、監査員のパフォーマンスを評価する際に、被監査者や利害関係者からのフィードバックを考慮することも推奨されています。
	附属書A―監査を計画及び実施する監査員に対する追加の手引
	 現地と遠隔の監査方法、及び「人的交流あり」と「人的交流なし」の監査方法を示した表A.1が更新されました。
	 遠隔監査の方法に関する追加の手引として、箇条 A.16及びISO/IEC TS 17012を参照する新しい案内が導入されました。
	 箇条A.2「監査に対するプロセスアプローチ」は大幅に改訂されましたが、メッセージ自体はこれまでと同じです。
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	 箇条 A.15 「被監査者の場所の訪問」と箇条 A.16「仮想活動及び仮想場所の監査」は、箇条 A.15「被監査者の場所の訪問」と箇条 A.16「遠隔監査方法の利用」に変更されました。
	 A.15及びA.16の内容の変更は、19011の2026年版に盛り込まれたすべての変更の中で、最も重要なものと言ってよいでしょう。文言がA.15とA.16の間で移動され、箇条書きは並び順や位置、番号付けが変更され、既存の文言も修正されるとともに、新しい文言が導入されました。
	 箇条 A.18「監査所見」には、不適合を提起する際には、監査基準が満たされなかった理由を記録することが望ましいということを審査員に想起させる新しい文言が追加されています。また、依頼者と格付けについて合意している場合には、不適合の格付けも記録することにも注意が喚起されています。
	参考文献
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	手引に関する注記
	 前の章は、第4版に盛り込まれたあらゆる変更点を網羅的に列挙した完全なリストを提供することを意図したものではありません。ここでは、最も重要と考えられる変更点を強調することを目的としています。
	5 実務担当者にとってどのような意味合いがあるのか
	ISO 19011は引き続きガイダンス規格であり、そのため、組織がその内容を順守したり採用したりする義務はありませんが、導入された改訂は、監査の計画、実施、報告、およびフォローアップの方法を改善することを意図したものです。ある種の変更は他の変更よりも著しく大きな便益をもたらす可能性があり、組織がまず重点を置くべきなのは、そうした変更です。
	第4版は実務担当者の観点から見ると革新的というより非常に発展的な改訂ですが、用語、定義、箇条番号、箇条タイトルの軽微な変更は、監査報告書の作成に影響を与えることになります。また同様に、不適合の格付けに用いる基準の定義及びコミュニケーションに関する変更も影響を及ぼします。
	監査プログラムの設計に追加のインプットが盛り込まれ、監査組織には、監査プログラムに関わるリスク及び機会をより包括的に特定することが期待されています。監査組織は、特定の方法を用いることが監査対象となる組織に与える影響の評価も踏まえて、監査方法を選択することが求められています。
	監査計画、監査中に特定された重大なリスク、及び監査目的が達成できないことが明らかな場合に関して提案されているコミュニケーションの経路について、いくつか軽微な変更があります。
	監査員には、特定の監査またはその一部を実施する力量を自ら判断する責任があることが、改めて示されています。これは新興技術に関連して提起されており、二つの観点から適用されます。1つは、新興技術に基づく被監査者のプロセスを監査する監査員の能力という観点、もう1つは、監査の実施を円滑にするために新興技術を活用する監査員の能力という観点です。
	サプライチェーン及び第二者監査に関する手引きは大幅に拡張され、附属書の新しい箇条 A.12 に記載されています。第二者監査に従事する監査員にとって、有用な内容となるはずです。
	箇条A.15及びA.16は大幅に再構成されており、A.16のタイトルは「遠隔監査方法の利用」に変更されています。文言の多くはこれら2つの箇条の間で移動していますが、全体として新たに追加された文章はごくわずかです。したがって、当初は大きな変更があったように見えるものの、監査員が懸念すべき点はほとんどありません。
	6 さらなる説明
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